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(百万円未満切捨て)

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 3,826 18.0 242 247.8 310 94.6 207 △24.7

2026年３月期中間期 3,244 △9.6 69 △54.3 159 △55.1 275 14.4

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 29.07 ―

2026年３月期中間期 36.63 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 15,270 12,290 80.5

2026年３月期 14,840 12,122 81.7

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 12,290百万円 2026年３月期 12,122百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 4.00 ― 10.50 14.50

2027年３月期 ― 8.50

2027年３月期(予想) ― 2.50 11.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2027年３月期の業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,370 13.3 230 56.7 360 19.2 240 △35.8 33.62
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期中間期 7,767,800株 2026年３月期 7,767,800株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 629,917株 2026年３月期 629,916株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 7,137,883株 2026年３月期中間期 7,522,884株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想については、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能
性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付
資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続いた一方で、地政学的リスクの長期化や円安

による輸入コストの上昇から、エネルギー価格および原材料価格は依然として高水準で推移し、先行き不透明な状

況が続きました。

また、当業界におきましては、前年同期に建築基準法改正に伴う建築確認申請遅延の反動から持家着工戸数は前

年同期比約10％程度の増加で推移したものの、建築コストの増加や国内の金利上昇が需要の減退を招き、粘土瓦に

とっては厳しい状況が継続しております。

このような経営環境のもと、当社では、前年同期の持家着工戸数が低調であったことによる反動増、加えて当社

が2026年６月から実施の製品の価格改定に伴って駆け込み需要が発生し、売上高が前年同期を大きく上回ったこと

から、売上高につきましては前年同期比18.0％増の3,826百万円となりました。

一方、損益面につきましては、エネルギーコストや資材価格の高騰が続くなか、生産性向上や継続的な原価低減

活動に加え、売上高の増加に伴う操業度の向上により、売上原価率は前年同期を下回りました。

この結果、当中間会計期間における売上原価率は、前年同期比2.0ポイント減の72.5％となり、売上総利益は前年

同期比27.1％増の1,051百万円となりました。

販売費及び一般管理費におきましては、物価上昇の影響等により、前年同期比6.8％増の808百万円となりまし

た。

以上の結果、当中間会計期間の業績は、売上高3,826百万円（前年同期比18.0％増）、営業利益242百万円（前年

同期比247.8％増）、経常利益310百万円（前年同期比94.6％増）、中間純利益207百万円（前年同期比24.7％減）と

なりました。

なお前年同期には、固定資産（土地）の譲渡に伴う固定資産売却益として233百万円を特別利益に計上しておりま

す。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当中間会計期間末の資産につきましては、現金及び預金の増加383百万円（前事業年度末比18.6％増）等により、

15,270百万円（前事業年度末比2.9％増）となりました。

負債につきましては、支払手形及び買掛金の増加58百万円（前事業年度末比21.7％増）、未払法人税等の増加46

百万円（前事業年度末比54.5％増）等により2,979百万円（前事業年度末比9.6％増）となりました。

純資産につきましては、利益剰余金の増加132百万円（前事業年度末比2.0％増）等により12,290百万円（前事業

年度末比1.4％増）となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて83百万円増

加し、1,820百万円となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は、523百万円となりました（前年同期は52百万円の支出）。

営業活動による資金の増加要因としては、主に税引前中間純利益310百万円、減価償却費82百万円等によるもので

す。

一方、営業活動による資金の減少要因としては、主に法人税等の支払額67百万円等によるものです。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は、365百万円となりました（前年同期は747百万円の獲得）。

投資活動による資金の減少要因としては、定期預金の預入による支出及び払戻による収入（純額）300百万円等に

よるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は、74百万円となりました（前年同期に比べ344百万円の減少）。

財務活動による資金の減少要因としては、配当金の支払額74百万円等によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年10月29日に公表いたしました通期の業績予想に変更はございません。

2027年３月期下半期（2026年10月１日～2027年３月31日）につきましては、前述の価格改定に伴う駆け込み需要

の反動減に加え、中東情勢の長期化を背景としたエネルギーコストの極端な高止まりが継続することで、厳しい経

営環境になることを前提としております。

なお、2026年９月30日に発生した「衣浦工場（第１ライン）火災事故」につきましては、当該設備が予備設備で

あったこと等から、生産活動への影響はなく、現時点において業績への直接的な影響は軽微であります。一方、当

該資産の今後の活用方法によっては、設備撤去費用や受取保険金等の発生によって費用や収益の計上が見込まれる

可能性がありますが、現時点ではこれらの影響額を合理的に算定することが困難であるため、本業績予想には織り

込んでおりません。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当中間会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,054,899 2,438,115

受取手形及び売掛金 1,183,640 1,152,969

商品及び製品 900,200 873,384

仕掛品 55,258 69,270

原材料及び貯蔵品 146,948 163,163

その他 19,575 33,059

貸倒引当金 △965 △1,965

流動資産合計 4,359,558 4,727,996

固定資産

有形固定資産

土地 8,125,950 8,125,950

その他（純額） 1,178,962 1,184,723

有形固定資産合計 9,304,913 9,310,674

無形固定資産 24,753 22,582

投資その他の資産 1,151,094 1,209,072

固定資産合計 10,480,762 10,542,329

資産合計 14,840,320 15,270,325
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(単位：千円)

前事業年度
(2026年３月31日)

当中間会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 269,441 327,857

電子記録債務 316,872 354,738

短期借入金 900,000 900,000

未払法人税等 86,223 133,182

賞与引当金 152,527 171,581

役員賞与引当金 － 5,000

その他 414,232 508,322

流動負債合計 2,139,296 2,400,681

固定負債

退職給付引当金 130,891 111,597

役員退職慰労引当金 319,355 332,886

その他 128,285 134,352

固定負債合計 578,531 578,835

負債合計 2,717,828 2,979,517

純資産の部

株主資本

資本金 2,144,134 2,144,134

資本剰余金 2,967,191 2,967,191

利益剰余金 6,748,542 6,881,072

自己株式 △258,123 △258,123

株主資本合計 11,601,744 11,734,274

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 520,747 556,534

評価・換算差額等合計 520,747 556,534

純資産合計 12,122,492 12,290,808

負債純資産合計 14,840,320 15,270,325
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（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 3,244,278 3,826,875

売上原価 2,417,249 2,775,597

売上総利益 827,029 1,051,277

販売費及び一般管理費 757,242 808,573

営業利益 69,787 242,703

営業外収益

受取利息 2,800 5,525

受取配当金 14,533 17,184

受取賃貸料 53,825 51,288

助成金収入 42,606 33,787

その他 19,379 13,766

営業外収益合計 133,146 121,551

営業外費用

支払利息 5,173 5,982

工場休止に伴う諸費用 18,624 34,502

その他 19,398 12,967

営業外費用合計 43,196 53,452

経常利益 159,737 310,803

特別利益

固定資産売却益 233,856 －

特別利益合計 233,856 －

税引前中間純利益 393,593 310,803

法人税、住民税及び事業税 102,201 112,328

法人税等調整額 15,846 △9,002

法人税等合計 118,047 103,325

中間純利益 275,545 207,478
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 393,593 310,803

減価償却費 73,685 82,083

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 1,000

賞与引当金の増減額（△は減少） △23,112 19,054

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23,678 △19,293

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,768 13,531

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 5,000 5,000

受取利息及び受取配当金 △17,334 △22,709

支払利息 5,173 5,982

助成金収入 △42,606 △33,787

固定資産売却損益（△は益） △233,876 △179

売上債権の増減額（△は増加） 5,241 27,566

棚卸資産の増減額（△は増加） 86,599 △3,410

仕入債務の増減額（△は減少） △180,743 61,616

その他 △38,567 96,581

小計 11,155 543,838

利息及び配当金の受取額 16,599 21,857

助成金の受取額 42,606 33,787

利息の支払額 △7,480 △8,965

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △115,740 △67,244

営業活動によるキャッシュ・フロー △52,859 523,273

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △806,000 △806,000

定期預金の払戻による収入 406,000 506,000

固定資産の取得による支出 △174,410 △65,419

固定資産の売却による収入 1,321,963 150

投資活動によるキャッシュ・フロー 747,552 △365,269

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △400,000 －

配当金の支払額 △18,947 △74,787

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △418,947 △74,787

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 275,745 83,216

現金及び現金同等物の期首残高 1,440,158 1,736,899

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,715,904 1,820,115
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前中間会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)及び当中間会計期間(自 2026年４月１日 至 2026

年９月30日)

当社は、粘土瓦の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。


